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œ司　会／奈良橋秋夫SAA

œ点　鐘／19時00分　高橋茂雄会長

œソング／我等の生業

œゲスト／
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高橋茂雄会長

12月も第2週ともなりますと忘

年会のシーズンの真っ盛りかと思い

ますが、お酒を飲み過ぎて体調をこ

わさないようにお気を付け下さい。

また飲酒運転にはくれぐれもご注意

下さい。

12月8日(日) に服部会員の御母堂の告別式があ

りました。クラブよりお花を供えさせていただき

ました。

さて本日は久し振りの会員卓話として竹並会員

の県政についての講演が予定されております。そ

の前に先週の12月理事会の報告をさせていただき

ます。

先週理事会の報告決定事項のうち主なものとし

ては

Ｒ財団のベネファクターに松本会員、ポールハ

リスフェローに清水（由）会員がそれぞれ寄付

を完了したとのガバナー事務所より連絡があり

ました。

12月17日(火)の五州園でのクリスマス例会の

内容については予算内で幹事、SAA、親睦委員

会で協議決定することとなりました。

来年1月9日(木)の五州園での本庄RCとの合同

新年会の開始時間はpm6:30と決定しました。

カンボジア訪問の際の現地のロータリークラブ

との提携については本年度は期間がないので次

年度検討することとなりました。

10周年記念式典の講演について演者はディー

ル・ハリソンさんにお願いすることに決定しま

した。

新幹線の寄付についてはクラブ全体で30万円を

目標として実行は10周年記念事業の決算が終

了後年度内にすることとなりました。

ひまわり作業所への今後の支援について活発な

議論がなされました。

浅田会員が次年度高山孝ガバナーのガバナー補佐

に指名される予定であるがクラブとしてもバッ

クアップをしていこうということになりました。

尚、先週の年次総会で決定した次年度の会長、

会長エレクト、副会長、幹事以外の役員、理事の

人選については、根岸会長エレクトと相談の上指

名委員会の協議承認を経て次年度会計として堀口

孝利会員、理事として松本忠夫会員、戸谷全克会

員、星野栄一会員、中原秀夫会員、服部浩一会員

の5名と決まりましたのでご報告いたします。

では次週はクリスマス例会です。ご家族共々ご

出席を期待しております。同日はカンボジア訪問

の支援物資を集めることになっておりますので宜

しくお願い申し上げます。

堀川　明幹事

○例会変更：秩父・皆野長瀞・岡

部・本庄RCすべてクリスマス例

会の変更です。

○週報：川本R.C 回覧いたしま

す。

○国際R奨学生募集のポスターが15枚来ておりま

す。会員の職場、商店、病院、市役所等に貼っ

て頂きたいと思います。
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◇浅田　進会員

次年度ガバナー補佐の件ですが保

留にしていました。ただ今高橋会長

から会員皆様に披露させて頂きまし

た。これから準備に入り、一年半の

間お世話になるわけですが、本クラ

ブのためにも一生懸命頑張りたいと思っています。

よろしくお願いします。

◇ 高橋政夫会員

次年度会長エレクトという大役が

回ってきたかと思っております。根

岸次年度会長とともに勉強させて頂

いてお世話になりたいと思います。

◇ 星野栄一会員

当クラブ創立10周年記念の一環

として、来年2月7日よりカンボジ

アに行ってまいります。向こうの

人々の暮らしはびっくりするほど貧

しいものがあります。石鹸、タオル

など持ってまいりますが、そろそろ集めたいと思っ

ております。少しでもお役に立てばと思っています。

竹並万吉会員

・時局講話『今、何が必要か』

今まさに地方分権時代を迎えてい

ます。このことは言いかえると都市

対抗戦が始まったと言えます。それ

ぞれの自治体が文字通り主体性を高

めるために税収と人口を増やすため

のあの手、この手の努力が必要となりました。そ

れにしても一日も早く景気をよくし、何とか、街

を元気にしたいものです。

ところで、小泉首相はバラマキ型の公共事業に

よる景気浮揚ではなく、国の各省庁は勿論、各種

の公社公団を抜本的に見直しそれらを大巾に削減

すると共に、役人主導の国家運営体制を民間活動

中心の新しいシステムに切りかえる構造改革を行

うことによって、社会に活力をとりもどさせよう

と真剣に取り組んでおりますが、いわゆる族議員

という諸官庁出身や利権代表の国会議員と省益を

守ろうとする官僚の抵抗にあってそのプログラム

は大いに難航しております。

又、バブル崩壊後の多額の不良債権をかかえた

銀行の体質改善も仲々進まず、今や社会全体がデ

フレの加速により急速に活力を失い、経済活動が

大変に停滞しております。

私は不良債権処理は考古学的発掘と異なり、生

きた経済活動の中で行わざるを得ず、今日の健全

債権が明日の不良債権になりかねないような景気

低迷化の下でのこの問題の過剰な処理は益々悪循

環に陥って行くことを懸念しています。

今やるべきことはこれ以上景気を悪化させない

ような歯止めをかけた上で、経済活動を活発にさ

せておいてその中で回収不能な不良債権の適切な

処置を行うべきだと思います。そこで、鎌倉、室

町時代に行われたという昔の徳政令的発想に立っ

て各企業が抱えている通常の金融機関からの全債

務のうち、当該企業が希望すればこれからの3年間

は、元利金の返済を全面的に凍結し、その間、今

日の売上や利益は明日の取引のために全額使える

ようにするという「平成の徳政令」を発令すべき

だと思います。そしてこの間は各金融機関の運営

に支障のないよう必要な運転資金は日銀の0金利

を活用して資金調達を行わせればよいと考えます。

又、日常の経済活動の活性化のための具体策の1

つとして、日本の「衣食住」分野のうち世界の先進

国に比べて一番見劣りしている『住』分野を景気浮

揚のキッカケにすることが必要ではないでしょう

か。「住」産業分野は裾野が広く、日本の経済活動

の主要部分であり、これが活性化することにより内

需が拡大し景気がよくなることは充分想定されま

す。従って、この分野を元気にするために、まず今

からの3年間に限り、住宅関連の取引については消

費税を全額免除し、又、住宅購入資金にあてるなら、

贈与税も原則として全額無税にするという税制優遇

措置によって個人消費を拡大し、社会の中に活力を

生み出し、景気をよくするべきであります。

そして、3年後の時点で改めて凍結しておいた債

務を総点検し、回収不能分については、しかるべ

き第3者機関による査定も行い、当該企業の経営者

等に責任をとらせた上で、必要ならば公的資金で

精算することにしては如何であろうか。

更に、今後は有能官僚を積極的に活用すべきで

あると思う。このことは安易な天下り防止にも役

立つはずである。というのは役所の最高峰といわ

れる財務省のトップである事務次官の場合、調べ

てみるとここ10年位の間では在任期間は平均わず

か13ヶ月位で次々と交替しているのである。
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50代後半の現役バリバリの優秀官僚が折角次官に

登りつめても1年1ヶ月後に辞めなければならないと

なると天下りしたくなるのも人情である。私は是非

このようなトコロ天式高級官僚のムダな人事システ

ムの風習を改め、プロ野球の不動の4番バッターの

ようにその人物より実力、能力が上のものが出現し

たときのみ交替するようにするべきだと思います。

その間は大事な仕事に専念させるのです。

また、天下り先をいくつもつくれたその元は、あ

りあまる郵貯の金があったため、おかしな公社公団

を数限りなくつくってしまったのです。従って、小

泉改革のめざす通り郵便貯金は民間金融機関に移管

する必要があります。更に日本の場合、10年間に

10人も総理大臣が替わるような目まぐるしさから

脱皮し、腰を落ち着けて大事な仕事に取り組んでも

らうには早急に首相を公選にし、アメリカ大統領並

みに1期4年の2期8年までは務められる政治シス

テムを構築することもやるべき構造改革であると思

います。

そして、今一番大事なことは自給自足のできる地

方自治体づくりであります。本来税金はすべて市町

村民が納めているのであるが、その市町村民がたま

たま県民や国民も兼ねているので、県にも国にも税

金を届けているわけですが、主権在民の原点に立て

ば、納税はその者の所属する市町村へ県税・国税分

も含め一括納入するように改めて受けとった市町村

はその財源を活用して、教育や福祉や文化や環境

等々、自主的にやれること、やるべきことをしっか

りと行い、市町村ではできないこと、例えば河川管

理や大型道路や交通対策等を行うには、残った税金

をつけて都道府県に下請けに出し、都道府県も自分

達ではできない外交や防衛策等は残った予算をつけ

て国に下請けに出す形にし、国も又、世界平和のた

めのことをやってもらうには国連分担金を添えて国

連に下請けに出すというようにすれば中央省庁の役

人主導の交付金システムは不要となり、外務省で発

覚した不明瞭な機密費等の問題は起こらなくなると

思います。

そのためには、住民の生活の受け皿である市町村

の足腰を強くすることが必要で原則として人口が

20万人位の「市」に集約し、それぞれの都市がその

運営能力や市民の満足度を竟わせることによって、

21世紀の明るい展望が開けてくると思います。ち

なみに本庄・児玉郡市6市町村に岡部町を加えた拠

点地域としての合併ができれば現在の人口は16.8

万人となり熊谷市の16.6万人とほぼ同じ規模とな

ります。これにもし深谷市まで含めると約30万都

市も実現するのであります。又、将来は埼玉大学・

群馬大学の合併も見込まれているので、今後は大学

だけでなく埼玉・群馬両県が合体することによって

道州制に先駆けて日本で初めての「政令県」を実現

することも視野に入れていてよいと思います。

いずれにしても少ない税金でいかに最良のサービ

スを提供しうるかが今求められている地方分権の確

立であり、それを実現するために市民の良識と知恵

が求められているといえます。

ここではっきり言えることは、今すすめるべき合

併はメリット・デメリットの問題ではなく、国家財

政が破綻し、親元からの仕送りがなくなる以上、今

までのような各々の市町村運営は不可能となるの

で、今後はいかに主体性をもって住みよいまちをつ

くっていくかが大切となります。

そのためには小泉首相が最優先で用意してくれて

いる各種の合併特例債という手切金的独立資金を最

大限有効利用して、私達の求める理想の生活空間、

自慢できるふるさとづくりに全力で取り組んでいこ

うではありませんか。

12/24 第426回／五 州 園／PM7:00 親睦例会

12/31 公式休会

1/  7 振替休会

1/  9 第427回／五 州 園／PM6:30 合同新年会

1/14 第428回／埼玉GH／PM7:00 定例理事会

卓話　講師　梅若清瑛様

1/21 第429回／埼玉GH／PM7:00 卓話予定

堀川　明幹事　竹並県議、卓話ありがとうござ

いました。

山田勝治会員　前回欠席しました。2001～02

年第9グループ会長・幹事交流会

欠席のためMU12/4上里で行い

ました。

高橋政夫会員　先週は休み申し訳ありません。

黒岩茂夫会員　都合により、欠席致します。

阿奈靖雄会員　新潟出張中の為　〃　
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出 席 報 告

会員数

33名

出　席

22名

欠　席

11名

福島好正出席委員長

Ｍ.Ｕ

3名

出席率

75.7％

例 会 予 定

欠席者のメッセージ
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